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研究成果の概要（和文）： 本研究は、1997年から98年の東アジア経済危機以降の東南アジア地域、特にフィリ
ピン、インドネシア、マレーシア、タイの政治経済システムの変容を、マクロ経済政策、安全保障政策、インフ
ラ整備等の国家プロジェクトに関わるエリート・ネットワークの生成と変容の観点から分析することを目的とし
た。得られた主な成果としては、エリート・ネットワークが政治や経済の面での政策決定にいかなる影響を及ぼ
したのかを、特にテクノクラートや軍人に焦点を当てて明らかにしたことと、アメリカや中国、日本のエリート
とのネットワークが地域における政治、外交、経済関係にどのような意味を持ったのかを明らかにしたことが挙
げられる。

研究成果の概要（英文）： This study aimed to reveal the transformation of political and economic 
systems in Southeast Asia, especially the Philippines, Indonesia, Malaysia, and Thailand, after the 
Asian Financial Crisis in 1997 and 1998 by focusing on the formation and transformation of the elite
 network in the field of macroeconomic policies, security policies, and state projects such as 
infrastructure developments. This study clarified the role of the elite network, especially that of 
technocrats’ network and military network, in political and economic policy making processes, and 
the impact of the network among Southeast Asian elites and American, Chinese, and Japanese elites on
 political, foreign, and economic relations in East and Southeast Asia. 

研究分野：地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究で得られた成果の意義としては、1997年から98年のアジア通貨危機以降の東南アジア地域、特にフィリ
ピン、インドネシア、タイ、マレーシアにおけるエリート・ネットワークの再編プロセスを、これら4か国の国
内政治・経済の面からだけではなく、アメリカや中国、日本などの東南アジア域外の国との関係の面からも分析
したこと、さらに過去20年のエリート・ネットワークの在り方を、より長期の20世紀初頭以降のそれぞれの国や
地域におけるエリート・ネットワークの形成プロセスに位置づけ、その歴史的意義を明らかにしたことにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 東南アジア地域の政治経済システムは、冷戦終結後のグローバル化の進展、中国に代表される
新興国の台頭による地域の富と力のバランスの変化、1997 年から 98 年の東アジア経済危機、
さらには経済発展に伴う東南アジア地域各国内の政治、経済、社会動態の変化などの影響により、
大きく変化しつつある。 
これまで東南アジア地域のエリートについては、フィリピンの「カシーケ民主主義」論や「新
家産制」論、「ボス支配」論、インドネシアの「国家のための国家（state qua state）」論や「オ
リガーキー」論、タイ政治変動に関する（政治参加危機を契機とする）階級同盟・対立論、マレ
ーシアにおける多極共存型民主主義（consociational democracy）論など、構造的アプローチで
分析されてきた。これらのアプローチは、その性格上、きわめて安定的・固定的な「エリート周
流（elite circulation）」を前提として、各国の政治経済構造を分析しようとするため、近年は新
しい「問い」を生むより、同じ「問い」を反芻する傾向に陥っている。その結果、こうしたパラ
ダイムでは、近年のフィリピンの経済成長を支えたマクロ経済政策も、ダバオ出身のロドリゴ・
ドゥテルテ大統領の登場も、海外送金の政治社会学的意義も説明できなければ、インドネシアに
おけるイスラムを大義名分とするアイデンティティの政治の台頭も、「庶民」出身の地方政治家
のジョコ・ウィドド大統領の登場も、ジャカルタ・バンドゥン高速鉄道プロジェクトにおけるイ
ンドネシアと中国の国営企業連携も、マレーシアで 1MBDスキャンダルがなぜ国民戦線体制の
崩壊をもたらしたのかも説明できない。 
このような研究状況を鑑み、本研究は従来の構造的アプローチではなく、ネットワーク・アプ
ローチを用いて、エリート周流と政治経済システムの変容を分析する。ネットワーク・アプロー
チを採用する理由は次の二つである。一つ目はネットワークに注目することにより、既存の制度
や国境を超えたエリートの連携の動態を明らかにできることである。二つ目は、個々のエリート
をネットワークの中に入れ込み、そこで果たしている役割を分析することにより、従来重視され
ていなかった人物の重要性が明らかになることである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は（１）東アジア経済危機以降のグローバル化、中国の台頭、フィリピン、インドネシ
ア、マレーシア、タイの新興国化によって、これら諸国の国際的・国内的政治経済社会的条件が
大きく変化する中、（２）マクロ経済政策、安全保障政策、国家インフラ整備事業等におけるエ
リート連携に焦点を合わせ、政治エリート、経済テクノクラット、軍人、ビジネス・エリートな
どが、国家と市場のインターフェイスで、また国境を超えて、どのような政策ネットワークを形
成してきたかを明らかにし、こうしたダイナミックなエリートの周流と連携が各国の政治経済
システムをいかに変容させつつあるかを分析することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は(1)先行研究のサーベイ、(2)各国での現地調査、(3)収集した資料やデータの整理・
分析、(4)研究会での成果の報告・検討、(5)研究成果の公開・発信、の 5つのプロセスで遂行さ
れる。各プロセスの具体的内容については以下のとおりである。 
(1)先行研究サーベイ：本研究に関連する文献のサーベイをおこない、重要な研究については研
究会で報告をおこない、研究参加者の間で共有する。 
(2)現地調査：フィリピン、インドネシア、マレーシア、タイの政治家やビジネスマン、軍人、
ジャーナリストなどにインタビュー調査をおこなうと同時に、新聞や雑誌の調査、アメリカを含
む各国資料館や図書館、行政機関などが所蔵する資料の収集、さらには回顧録などの収集をおこ
なう。現地調査は初年度と平成 32年度に集中的に行い、最終年度となる平成 33 年度には、研究
成果とりまとめに必要となる追加調査を中心に実施する。 
(3)資料やデータの整理・分析：各研究参加者はインタビュー調査で得られたデータの文字化、
資料の整理・分析をおこない、対象国のエリート・ネットワークの解明と、政治経済システムの
変容について検討する。 
(4)研究会での成果報告・検討：現地調査や資料の分析から得られた成果は、研究会で報告し、
参加者の間で共有・検討をおこなう。研究会には必要に応じて関連する研究者や実務家、行政官
などを招聘し、議論をおこなう。研究会は毎年度、3回開催する予定である。 
(5)研究成果の公開・発信：本研究で得られた成果は、『東南アジア研究』、『アジア研究』、『国際
政治』などの国内学術誌や Journal of Asian Studies, Southeast Asian Studies, Indonesia
などの国際学術誌への論文投稿、国内・国際学会での報告だけではなく、日本語・英語での単著・
編著の出版や『中央公論』などの論壇誌や新聞への寄稿、公開シンポジウムでの報告などを通じ
て広く社会・国民に発信する。 
 
 
 



 
４．研究成果 
 本研究で得られた主な成果は以下の 5点である。 
(1) 東アジア諸国の経済発展と政治変動については、『究』（ミネルヴァ書房）連載の「オンリー・

イエスタデイ」（２０２０年４月〜現在、白石隆との共著）において、エリートのネットワ
ークとその循環に焦点を合わせつつ、１９９７−９８年の東アジア経済危機の分析を進めて
いる。また、東南アジア研究におけるネットワーク分析の重要性を示すため、フィリピン、
さらには東アジア全般にわたるエリート形成と循環に関する一連の英語論文を発表した。ま
た、２０２１年には、独立以降、インドネシアのエリート、カウンターエリートとして登場
した「４５年世代」の形成前史を The Phantom World of Digul: Policing as Politics in 
Colonial Indonesia, 1926-1941 (Singapore and Kyoto: NUS Press in association with 
Kyoto University Press, 2021)として発表した。 
(2) フィリピンのエリート周流については、特に 21 世紀に入り顕著になった持続的な経済成長
や社会開発に注目し、それらに寄与した政策や政策当事者のネットワークに注目した。分析
を通じ、６年毎に代わる大統領とは異なり、政権を超えて重用されるテクノクラートの存在
が明らかになった。成果の一部は、「フィリピンの政治課題と国家建設」田中明彦・川島真
（編）『20 世紀の東アジア史 III 各国史東南アジア』として公表した。また、地方政治の
変容についても、既存研究が強調してきた発展を阻害する要因を強調するのではなく、地方
政治の変化に注目し、変化をもたらした政治家や起業家たちのネットワークを分析し、成果
の一部を査読付き英文雑誌 Southeast Asian Studies の特別編集号“Faces of Local 
Transformation: Policy Coalitions and Socio-economic Development”として公表した。 
(3) インドネシア、タイのエリート周流については、日米とのトランスナショナルなエリートネ
ットワークが持つ政治的な影響力とその変容について明らかにした。タイについてはタイの
テクノクラートと日本との民間企業の間で構築されたネットワークが、クーデタという政治
的断絶時において両国間の経済関係のみならず外交関係の安定に大きな役割を果たしたこ
とを明らかにし、Aizawa, Nobuhiro, ‘The Japanese Business Community as a Diplomatic 
Asset and the 2014 Thai Coup d'État, ’ in John D Ciorciari, Kiyoteru Tsutsui(eds.), 
The Courteous Power: Japan and Southeast Asia in the Indo-pacific Era, University 
of Michigan Press, 2021.として発表した。また冷戦期に米国が中心となって構築した東南
アジアとのテクノクラットおよび軍人のネットワークの対テロ戦争期以降の変容について、
新たに発展してきた社会起業家のネットワーク構築に注目し、その成果について Wilson 
Center Asia Program ウ ェ ブ サ イ ト に て 2022 年 4 月 、 一 部 公 表 し た 。
(https://www.wilsoncenter.org/blog-post/networking-social-entrepreneurship-
southeast-asia-young-southeast-asian-leaders）また、これら変容しつつあるトランスナ
ショナルなネットワークの存在が有する地政学的な意義についても検討し、相澤伸広「イン
ドネシアの西太平洋連合構想」北岡伸一編『西太平洋連合のすすめー日本の「新しい地政学」』
東洋経済新報社、2021 年 10 月において、発表した。 
(4) マレーシアのエリート周流については、植民地期以降のマラヤ／マレーシアにおける政治エ
リートの生成と再生産の歴史を、エリートによる政治的な決定が国内行政や外交にどう影響
するかを分析した。とりわけ、マレーシア人閣僚と中国政府・中国資本との紐帯が、いかに
マレーシア政府の外交選択の幅を狭めたかを政府文書、国会議事録、新聞報道をもとに分析
し、ある中小国において、（１）外交政策決定権力が行政の長に集中しており、（２）行政の
長の権力維持が財の分配に高度に依存しており、（３）そうした分配資源を大国が提供する
場合に、当該中小国の外交政策決定過程が、大国の意思に左右されることを明らかにした。 
(5) 東南アジア、東アジア地域の歴史的なエリート周流については、19世紀末から 20 世紀初頭
の革命家のネットワーク形成に港市が果たした役割に焦点を当てて研究をおこなった。その
結果、革命家、特にアンダーグラウンドで活動をおこなう革命家にとって身の安全を確保で
きることが何より重要であり、アジアの港市の中でその条件を満たす場所が政治的要因や政
治指導者の政策、さらには都市そのものが持つ構造などによって移り変わっていったことを
明らかにした。この成果は Onimaru, Takeshi. 2021. “Itinerary, Revolution, and Port 
Cities: Comparative Study on Maritime Port Cities as Arenas for Asian Revolutionary 
Movements, “ in Shigeru Akita, Hong Liu, and Shiro Momoki (eds.), Changing Dynamics 
and Mechanisms of Maritime Asia in Comparative Perspectives, Palgrave Macmillan, 
pp. 213 – 233 として公表した。 
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